
審査対象道路又は道(黄色)

建築基準法上の道路(緑色)

計画敷地(赤色)
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周辺配置図 1/300一級建築士　篠原 裕希

3

N

縁
石

外
側

縁
石
外

側

：今回工事建屋

：既設建屋

防火水槽

敷
地

内
通
路

計画建築物－１

既存建築物

既存建築物

既存建築物

計画建築物―２

既存建築物



▲

▲

▲ ▲

29,500

2
3
,
5
0
0

7,300

4
,
1
0
0

一級建築士　篠原 裕希 4-1１階平面図　1/150

計画建築物－１、－２

計画建築物－１

計画建築物－２

N

女
性

ロ
ッ
カ
ー

休憩室

書庫

UP

風除室

UP
階段室

女性ＷＣ男性ＷＣ

PS

給湯室廊下 廊下

UP
廊
下

廊
下

脱衣所
浴室

乾燥室
ボイラ
ー室

洗濯室

ポン
プ室

事務室 事務室

男子
ロッカー

男子
ロッカー

男子
ロッカー

男子
ロッカー

男子
ロッカー

男子
ロッカー

会議室 会議室

食堂・会議室



29,500

2
3
,
5
0
0

２階平面図　1/150一級建築士　篠原 裕希 4-2

計画建築物－１

N

庇
DNUP

UPDN 廊
下

階段室 給湯室

女性ＷＣ男性ＷＣ

廊下

PS

倉庫

事務室 事務室 事務室

事務室 事務室

事務室

会議
室



29,500

2
3
,
5
0
0

３階平面図　1/150一級建築士　篠原 裕希 4-3

計画建築物－１

N

DNUP

DN

階段室

廊
下

女性ＷＣ男性ＷＣ

廊下

PS

給湯室

倉庫

倉庫

会議室

会議室 会議室 会議室

事務室 事務室 事務室

事務室事務室 事務室 事務室



1
3
,
5
6
0

1
3
,
5
6
0

西側立面図

東側立面図

北側立面図

南側立面図

一級建築士　篠原 裕希

計画建築物－１

立面図　1/200 5-1

最高高さ

最高高さ

平均GL±0

平均GL±0



5
,
1
9
0

5
,
1
9
0

北側立面図 西側立面図

南側立面図 東側立面図

一級建築士　篠原 裕希 5-2立面図　1/150

計画建築物－２

最高高さ

最高高さ

平均GL±0

平均GL±0



確認欄 備考

○ 千葉市、JFEスチール㈱が所有

○
千葉市、JFEスチール㈱、東京電力㈱が
協定を締結し、維持管理している

○

―

○

(3) ○ 容積率：34.97％

(4) ○

(5) ○

確認欄 備考

○

○

○

○

交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと認められる理由

交通上 通行に支障がない。

火災等の危険時の避難に支障がない。

火災時の延焼防止等に支障がない。

採光、通風に支障がない。

防火上

衛生上

道を道路とみなした場合に、法第５６条（斜線
制限）の規定に適合する。

道の管理者との協議が終了している。

道に２ｍ以上接する敷地である。

特殊建築物又は延べ面積が１０００㎡を超える
建築物に該当する場合は、道を道路とみなした
場合に建築基準法施行条例（昭和３６年千葉県
条例第３９号）の規定に適合する。

道の幅員を道路の幅員とみなした場合に、法第
５２条（容積率）の規定に適合する。

安全上

建築審査会　包括同意基準適合表（2千都建情第121号）

(1)

(2)

特殊建築物又は延べ面積が１０００㎡を超える
建築物に該当しない。

規則第１０条の２の２第２号の規定（その敷地が農道その他これに類する公共の用に供する道（幅
員４ｍ以上のものに限る。）に２ｍ以上接すること。）に適合する建築物の場合。

建築基準法第４３条第2項2号　包括同意基準２－１

項目

建築物の主要出入口から道に至る幅員０．７５
ｍ以上の避難上有効な敷地内通路が設置されて
いる。

道は法令等により将来にわたり道路と同等の機
能が確保されている。




